
　

同
じ
ア
ジ
ア
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
や
パ
キ

ス
タ
ン
。
そ
の
民
が
陥
っ
た
苦
難
の
克
服
を
助

成
す
る
日
本
人
医
師
が
い
た
。
北
九
州
出
身

の
中
村
哲
。
そ
の
生
き
方
、
言
動
、
そ
こ
か

ら
生
ま
れ
た
諸
々
は
多
く
の
人
を
勇
気
づ
け
、

励
ま
し
、
感
銘
を
与
え
た
。
そ
の
影
響
は
彼

の
没
後
の
今
、
さ
ら
に
大
き
く
響
き
、
続
い

て
い
る
。

現
地
活
動
35
年
　 

ア
フ
ガ
ニス
タ
ン
の
民
と
と
も
に

今
世
紀
直
前
の
２
０
０
０
年
（
平
成
12
年
）

夏
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
同
国
民
の
約
１
２
０

０
万
人
が
飢
餓
や
餓
死
寸
前
に
追
い
込
ま
れ

る
大
旱
魃
が
発
生
、
大
量
の
流
民
が
首
都
カ

ブ
ー
ル
や
隣
国
パ
キ
ス
タ
ン
の
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル

等
に
逃
れ
る
事
態
に
な
っ
た
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
の
ダ
ラ
エ
・
ヌ
ー
ル
診
療
所
立
て
直
し
の
た

め
現
地
に
い
た
中
村
は
、
そ
こ
で
多
く
の
子

供
が
赤
痢
な
ど
で
死
ん
で
ゆ
く
の
に
接
し
、

飲
料
水
の
欠
乏
が
そ
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
こ

と
を
知
っ
た
。
そ
の
た
め
彼
は
「
病
気
は
あ

と
で
治
せ
る
。と
に
か
く
今
は
生
き
る
こ
と
」

と
言
っ
て
用
水
確
保
の
水
計
画
を
提
唱
し
た
。

合
わ
せ
て
、
砂
漠
化
し
て
い
る
大
地
に
緑
を

蘇
ら
せ
る
「
緑
の
大
地
計
画
」
を
立
て
２
０

０
３
年
3
月
、
実
行
に
着
手
し
た
。

大
河
川
か
ら
の
取
水
堰
、
用
水
路
建
設
、

井
戸
堀
、
試
験
農
場
の
建
設
、
植
樹
な
ど
を

現
地
住
民
と
と
も
に
取
り
組
み
、
２
０
１
０

年
（
平
成
22
年
）
ま
で
に
総
延
長
約
27
㌔
に

及
ぶ
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
、
約
１
６
０
０

本
の
井
戸
、さ
ら
に
地
下
水
路
（
カ
レ
ー
ズ
）

約
40
か
所
を
修
復
。
柳
を
中
心
に
約
１
０
０

万
本
を
植
樹
し
た
。
こ
う
し
た
努
力
で
現
地

は
砂
漠
か
ら
農
地
に
転
換
。
村
人
約
15
万
人

が
戻
り
、
１
０
０
万
人
以
上
の
生
活
を
支
え

る
大
地
と
な
っ
た
。

そ
の
中
村
哲
医
師
が
２
０
１
９
年
（
令
和

1
年
）
12
月
４
日
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
ジ
ャ

ラ
ラ
バ
ー
ド
で
武
装
集
団
の
銃
撃
に
遭
い
73
歳

で
死
去
し
た
。
そ
の
業
績
は
何
物
に
も
代
え

が
た
く
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
政
府
も
同
年
、
名

誉
市
民
権
を
贈
っ
て
感
謝
し
て
い
た
ば
か
り
だ

っ
た
の
に
ー
ー
。

中
村
医
師
は
、
北
九
州
市
若
松
の
作
家
火

野
葦
平
の
お
い
。
生
ま
れ
は
福
岡
市
だ
が
幼

少
時
、
父
母
の
里
の
若
松
で
育
ち
小
学
校
に

も
入
学
、
そ
の
後
、
親
の
都
合
で
福
岡
市
、

古
賀
町
に
転
居
し
九
州
大
医
学
部
へ
。
卒
後

の
１
９
７
８
年
（
昭
和
53
年
）、
福
岡
の
山

岳
会
の
同
行
医
師
と
し
て
パ
キ
ス
タ
ン
を
訪
れ
、

山
地
で
ハ
ン
セ
ン
病
、
失
明
に
苦
し
む
多
く
の

村
民
に
出
会
い
「
医
療
に
恵
ま
れ
な
い
パ
キ
ス

タ
ン
で
一
粒
の
麦
に
な
り
た
い
」
と
の
思
い
を

抱
い
た
。

そ
の
意
思
を
知
っ
た
有
志
ら
が
１
９
８
３
年

（
昭
和
58
年
）
に
福
岡
市
で
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会

を
組
織
、
中
村
医
師
を
現
地
代
表
と
し
て
翌

年
、
パ
キ
ス
タ
ン
・
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
病
院
ハ
ン
セ
ン
病
棟
に
送
り
出
し
た
。
以
後
、

同
会
はPM

S

（
平
和
医
療
団
・
日
本
）
と

し
て
パ
キ
ス
タ
ン
、
隣
接
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

両
国
の
無
医
地
区
で
の
医
療
活
動
を
展
開
。

中
村
医
師
は
18
年
間
、
そ
の
活
動
を
リ
ー
ド

し
、
そ
の
後
、
現
地
住
民
を
病
に
陥
れ
る
の

は
水
の
な
い
荒
れ
た
大
地
だ
と
訴
え
、
緑
の

大
地
復
旧
に
力
を
注
い
で
き
た
。

平
和
で
飢
餓
の
な
い
国
へ
の
悲
願 

民
と
と
も
に
ペシャ
ワ
ー
ル
会
も 

継
い
で
い
く

同
会
は
２
０
２
３
年
6
月
3
日
、
福
岡
市

で
現
地
報
告
会
を
開
催
、
村
上
優
会
長
は
現

地
情
勢
に
つ
い
て
「
１
９
７
９
年
の
ソ
連
侵
攻

に
始
ま
っ
た
現
地
で
の
戦
争
は
２
０
２
１
年

に
終
わ
り
、
中
村
先
生
た
ち
が
作
り
上
げ
た

農
地
１
万
６
５
０
０
㌶
は
現
在
2
万
３
８
０

０
㌶
ま
で
増
え
、
人
口
も
増
加
し
平
和
が
蘇

っ
た
。
我
々
は
先
生
が
作
っ
た
平
和
を
引
き
継

い
で
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
話
し
、
中
村
医

師
と
一
緒
に
行
動
し
て
い
た
同
会
Ｐ
Ｍ
Ｓ
支
援

室
長
の
藤
田
千
代
子
さ
ん
（
64
）
も
「
我
々

は
今
後
も
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
人
々
の
自
給
自

足
を
支
援
し
た
先
生
の
そ
の
遺
志
を
継
い
で

い
く
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

北
九
州
市
に
は
中
村
医
師
と
全
く
同
じ
理

念
、
同
様
の
行
動
で
人
、
社
会
を
助
成
す
る

人
た
ち
も
い
る
。
ア
フ
リ
カ
・
ス
ー
ダ
ン
で
医

療
活
動
し
て
い
る
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ロ
シ
ナ
ン

テ
ス
代
表
の
川
原
尚
行
さ
ん
（
57
）。
中
村
医

師
と
は
九
州
大
医
学
部
後
輩
で
も
あ
る
。
中

村
医
師
の
悲
劇
当
時
、「
中
村
先
生
は
私
の

生
き
る
標
（
し
る
べ
）
で
し
た
。
先
生
の
訃

報
に
接
し
た
時
、
私
自
身
の
身
体
の
一
部
が
傷

つ
き
、
魂
を
失
う
よ
う
な
感
じ
を
覚
え
ま
し

た
」
と
嘆
き
、
今
ま
た
、
現
地
ス
ー
ダ
ン
で

内
戦
が
発
生
し
活
動
中
断
に
遭
わ
さ
れ
て
い

る
。
平
和
、
活
動
再
開
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

シ
ニ
ア
ス
タ
ッ
フ 

村
田
和
夫

北九州市若松で親族との写真に収まる少年期の中村哲さん
（2列目右から２人目）。その後ろに立つのが火野葦平

（火野葦平資料の会提供）

北
九
州
歴
史
文
化
遺
産
　
第
五
十
六
回

難
病
、
貧
困
等
で
苦
難
の
ア
ジ
ア
に
光
を

中
村
哲
　
手
を
心
を
差
し
伸
ば
す

木々が立つ用水路末端地区を背に、現地の植樹担当メンバーと談笑する中村さん（ペシャワール会 PMS提供）


